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私は現在あるチームのリーダーを担っています。コミュニ
ケーションのプロなのだから、さぞかしそのチームは上手く
いっているだろう、とあなたは思うでしょう。しかし、現実
はそう甘くありません。事実、最近「しまった。やっちまっ
た！」という苦い体験をしました。その体験から学んだこと
を今日はお伝えしたいと思います。
事の始まりは、セミナーのコンテンツをどうするかのミー

ティングを開いたときのことです。全員でアイディア出しを
したあとに、いわゆる「たたき台」を誰が作るのか、という
話になりました。一人のメンバーがＡさんを推薦しましたが、
私は一抹の不安を感じました。というのは、Ａさんは他にも
複数のタスクを抱えていて、どうも落ち着いて今回のセミ
ナーに関わるのは難しい状況にあるように思ったこと、何よ
りも今回のセミナーの目的について腑に落ちていないように
も見えたからです。しかし、Ａさんははっきりと言いました。

「はい、私がやります！」と。「Ａさん、本当に大丈夫なの？」
訊ねると「はい、やります。」とさらにはっきりした声のトー
ン。私はそれを信じることにしました。次回のミーティング
は一週間後とし、Ａさんが仕上げた「たたき台」をもとに内
容を決定すること、そしてまたその一週間後に開くリハーサ
ルでは本番さながらに練習に臨める状態にすること、と全員
のコンセンサスを得て、そのミーティングはお開きとしまし
た。
あと私にできるのは「大丈夫」と言ったＡさんを信じるこ

と、それだけです。一日一日と次回のミーティングの日時が
近づいてきます。しかし、Ａさんからは何の報告もありませ
ん。いや、きっとやってくれているのだろうと信じ、また日
が経ちます。そしてミーティングで私はＡさんに問いました。

「Ａさん、仕上げた『たたき台』を発表してもらえますか？」
と。きっと彼女はやってくれている、と信じながら。
「それができなかったんです。どんな参加者が参加するの

か特定できなかったので、一体どうすればいいかな…と思っ
て。」と。
えっ！　なんで？！　一瞬頭の中が真っ白になりました。

それはまずいでしょう！　メンバーも忙しいなか、こうして
ミーティングの時間をとって集まっている、一週間後のリ
ハーサルに向けて、今日のミーティングがどのような位置づ
けなのか、Ａさんもわかっているはず、約束が違うでしょ。

かちーんと頭にきました。「えっ！？　それがないと今日の
ミーティングはなりたたないでしょ！」完全に問い詰めモー
ド一色です。結局それから三回ミーティングを重ねるものの、
Ａさんは「結局よくわからない。負担だ。なんだか押しつけ
られている感じがする。」と意気消沈するようになり、場をお
さめるためにその役割を私が引き取ることにしました。チー
ム内にいや～な雰囲気が流れたのは言うまでもないことで
す。
確かにＡさんは「やります。」と言ったわけですから、その

言葉に責任をもってほしかったわけです。ただ、こうも思い
ました。仕事の任され方は人によって違うのだと。例えば、
私はいったん任されたら、最後までそのまま何も言わずに任
せてほしい、わからないことがあればこらちから質問するし、
と思うわけです。でも、自分がそうだから周りの人すべてが
そうだというわけではないですよね。実際、Ａさんは違って
いたんです。「やります。」とは言ったものの、完成に至るま
での細かな段階で、こういう「せん」で進めていいのかどう
か、周囲と同意を得ながら進めたいタイプだったのでしょう。
そしてなかなか自分からは質問できないタイプなのだと思い
ます。ですから、今回については、日常の仕事のやりとりの
なかで「わからないことはない？」「大丈夫？　どこまで進ん
だ？」とさりげない声かけと同時に、「みんなが忙しいのを気
にしてくれて、今回、声をあげてくれてありがとう。」のよう
なねぎらいも必要だったのだと思います。Ａさんにしても「で
きなかったんです。」と言うのにも勇気がいったことなので
しょうから。
「なんでできなかったの？」と言う前に「何があったの？」
と返していれば、その後のＡさんのモチベーションは上がっ
たでしょうし、そのやりとりを見ていたメンバーのモチベー
ションも上がっていたはずです。「なぜ？」ではなく「どうし
たの？」。その問いの背景に流れるものは、仕事の「結果」だ
けでなく、何をどのように取り組んだのかという相手の「プ
ロセス」にも光を注ぐ余裕がどれだけリーダーにあるのかだ
と思います。行動の背景には、必ずそうなった本人ならでは
の理由があるはず。そこにも光を注いで今後もチームを育て
ていきたいと思います。人は人との関係から多くを学ぶ、だ
からこそ面白い！　とも実感です。（笑顔）
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